
福島市立福島第三中学校資料編

学力向上グランドデザイン

数学科のウォームアップの工夫

-２３-もどる



伊達市立伊達中学校資料編

図書館教育の充実のための各学年・教科等との
連携強化について

‐２４-もどる



郡山市立西田学園義務教育学校資料編

基礎学力向上プラン

‐２５-もどる



須賀川市立西袋中学校①資料編

研究構想図

‐２６-もどる

目指す生徒のすがた
「深く考え、自己を高める生徒」を最終的な「目指す生徒のすがた」とし、「安
心して学ぶ生徒」を第一段階、「互いに学び合える生徒」を第2段階、「学んだこ
とを表現し、行動できる生徒」を第３段階と設定している。



須賀川市立西袋中学校②資料編

小中一貫教育（連携型）グランドデザイン

‐２７-もどる



中島村立中島中学校①資料編

「確かな学力」の向上を目指すグランドデザイン

‐２８-もどる



中島村立中島中学校②資料編

マネジメントシートは、励ましや家庭学習に対する助
言を書いて生徒へ返している。

家庭学習マネジメントシート

‐２９-もどる



喜多方市立会北中学校資料編

学校経営・運営ビジョン

学力向上グランドデザイン

‐３０-もどる



南会津町立舘岩中学校資料編

学力向上計画

数学科オリエンテーション

‐３１-もどる

数学 オリエンテーション
１ 数学の目標

① 基礎・基本をしっかりと身につけよう。
② 解決への見通しを持って課題に取り組もう。
③ 発展的な問題に進んで取り組み、より確かな学力を身につ

けよう。

２ 学習の心構え

わからないところはわかるまで食い下がり、必ず解決しよう。

３ 学習の仕方

学習の第一段階は学校での学習です。授業での学習

① 先生の説明は作業をやめてしっかりと聞く。
・ 理解できたときはうなずき、わからないときはわからないと言えるよう

な心構えで。
② 課題に敏感に反応しよう。

・ 数学は考える過程がとても大切です。先生の出した課題に対しての発言
や思考を積極的に行おう。

③ ノート・学習プリントは工夫して記入しよう。
・ きれいに記入することも大切ですが、先生が話したキーワードや用いた

公式をメモしておくことが大切です。
④ 問題練習の時間を大切にしよう。

・ 授業のはじめに、計算トレーニングを行います。数学ではイメージのつ
かない声を出す作業やメモをせずに計算をするという時間です。集中力や
計算力を養いましょう。

・ 授業の内容が理解できているかの確認の時間です。わからないところを
解決するのには先生にどんどん質問することが大切です。

学力を身につけるには家庭学習が大切です。家庭での学習

① その日の学習はその日のうちに復習する。
・ 数学の友を使って、その日のうちに復習しておこう。後になればなるほ

ど、授業の内容が薄れてしまいます。
② わからないところをもう一度確認しよう。

・ 学校でわからなかった問題も、家で落ち着いて考えれば意外と解決でき
てしまうものです。

③ 進んで問題に取り組み、実力アップを目指そう。
・ 実力アップは自分の努力次第です。最低限の学習から、欲張りの学習へ

の転換を図ろう。

わからないところは最後まで食い下がろう。学校での解決

① 数学の先生方を大いに利用しよう。
、 、 。・ 昼休みは学習室を利用して 宿題に取り組んだり 疑問点を解決しよう

また、岩堀先生が授業の応援に来てくださるなど、理解しようとすれば、
どこまでも学習することができます。徹底的に先生方を利用しよう。

○ 授業で用意するもの ○ 数学の教科員の仕事
授業開始前 反省用紙を職員室から受け・教科書 ・ノート ・数友

取り、配布しておく。・ファイル ・計算練習帳
授業終了後 反省用紙を回収し、職員室ま・直定規

※必要に応じて でもっていく。
三角定規 コンパス 電卓



南相馬市立鹿島中学校①資料編

学力向上グランドデザイン

現職研修部による毎月の振り返り

‐３２-もどる



南相馬市立鹿島中学校②資料編

SPL（スタディプランログ）

新聞の読み方と記事の掲示

‐３３-もどる

職員室前・学年掲示板に新聞の読み方と本日の記事を掲示している。「見出し」
と「リード文」に色を付けている。



いわき市立中央台北中学校資料編
学
力
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‐３４-もどる


